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平成２３年本明川水質調査結果の公表について

国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所では、本明川で４箇所、支川半造川で１箇
所の水質調査を実施しています。本明川水系における直轄管理区間の平成２３年水質調査結
果の概要を公表します。

◎本明川の水質観測地点のBODは全て基準を満足
平成２３年は、平成２２年と同じく、本明川の鉄道橋、天満公園前、旭町、不知火
の４地点ともＢＯＤの環境基準値を満足しています。

◎本明川の水質(BOD75%値)は昨年と同程度
本明川調査地点のBOD75%値は1.2mg/ℓで、昨年(1.2mg/ℓ）と同じでした。

また、半造川は3.9mg/ℓ（昨年3.4mg/ℓ）でした。

◎河川の平均水質によるランキング
河川の平均水質によるランキングは、九州２６河川のうち第１４位、全国１６４河川
のうち第１０３位でした。

※BOD：生物化学的酸素要求量のことで、河川の水質の指標のひとつです。微生物が水中の
有機物を分解するときに消費する酸素量として表され、この値が大きいほど、水が
汚れていることになります。

※BOD75%値：BOD測定データを低い方から並べたとき75%の位置にある値のことで、これに
より環境基準を満足しているかを判断します。

○同時発表
国土交通本省
九州地方整備局
河川関係事務所

問 合 せ 先
国土交通省 九州地方整備局 長崎河川国道事務所
Tel. ０９５－８３９－９２１１

調査第一課 課長 太田 信也
係長 山村 健志



１．○内の色はBOD75%値のランクを示す。

２．○内の記号は環境基準の類型である。

平成２３年 一級河川本明川の水質現況（要旨）

九州地方整備局は、昭和３３年から九州一級河川の水質調査を実施し、昭和４７年からそ
の結果を公表しています。
本報告は、一級河川本明川において、平成２３年（２０１１年）に国土交通省が定期的
（原則として月１回）に実施した水質調査結果の概要を取りまとめたものです。

１．水質調査地点

合流点より1.4km付近諫早市川内町－－半 造 橋半造川

河口より7.7km付近諫早市長田町B－不 知 火本明川

河口より10.8km付近諫早市旭町B○旭 町本明川

河口より12.2km付近諫早市天満町B○天満公園前本明川

河口より13.6km付近諫早市天満町A○鉄 道 橋本明川

河口及び合流点からの距離観測地点所在地類型指定状況
（s48指定）

環境基準地点観測地点名河川名

表－１ 本明川水質調査地点一覧

※水域類型 ：生活環境の保全に関する環境基準は、河川、湖沼、海域と利水目的に応じた水域類型を設け、水域類型ごとに、pH、BOD、
COD、等の項目について基準が設定されています。河川はAA～Eの６類型が設けられています。

※環境基準地点：水質汚濁にかかる環境基準の水域類型のあてはめがなされた水域において、環境基準の維持達成状況を把握するために調
査を行いますが、その評価地点が環境基準地点です。本明川では二つの水域（（１）鉄道橋（２）天満公園前、旭町、不
知火）に分かれており、各水域の評価地点は、（１）鉄道橋（２）天満公園前、旭町となっています。

図－１ 水質調査地点位置図
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２．生活環境の保全に関する水質の現況

◎平成２３年は、本明川の鉄道橋、天満公園前、旭町、不知火地点の４地点ともＢＯＤの環
境基準値を満足しています。

◎支川半造川の半造橋地点のＢＯＤは、３．３mg／ℓと比較的高い値となっております。
※支川半造川は類型指定されていないため、環境基準値は設定されていません。

◎ＢＯＤ７５％で見ると、平成２３年は過去１０ヶ年とほぼ同程度でした。

表－２ 本明川における水質観測地点のBODの経年変化

：環境基準地点 ：75%値で環境基準を超過した値 （ ）：環境基準値

－ ２ －

図－３ 水質経年変化グラフ（BOD75%値）
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①75%値 1.0 0.9 1.0 0.6 0.9 0.8 0.9 0.9 0.6 0.9 0.9 0.8 A

②年平均値 1.0 0.9 0.8 0.7 0.7 0.8 0.8 0.8 0.7 0.8 0.8 0.7 （2.0以下）

①75%値 1.7 1.2 1.1 1.2 1.4 1.0 1.1 0.9 1.0 1.1 1.2 0.8 B

②年平均値 1.5 1.2 1.0 0.9 1.1 1.0 1.0 0.8 0.8 0.9 1.0 0.7 （3.0以下）

①75%値 2.1 1.4 1.3 1.7 1.2 1.0 1.2 1.2 1.0 1.1 1.3 0.9 B

②年平均値 1.5 1.4 1.0 1.1 1.0 1.0 1.1 0.9 0.8 1.0 1.1 0.8 （3.0以下）

①75%値 2.6 2.0 1.6 1.8 1.8 1.5 1.7 1.8 1.6 1.5 1.8 2.1 B

②年平均値 2.1 1.8 1.4 1.6 1.5 1.4 1.6 1.6 2.1 1.3 1.6 2.0 （3.0以下）
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②年平均値 1.5 1.3 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.0 1.1 1.0 1.1 1.1

①75%値 3.8 4.0 3.8 4.7 4.4 3.0 3.6 4.3 4.4 3.4 3.9 3.9

②年平均値 3.1 3.6 3.0 3.6 3.6 2.6 3.3 3.3 3.2 3.1 3.2 3.3
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３．ＢＯＤ平均値から見た河川の水質状況（九州管内）

国管理区間の延長が１０ｋｍ以上で公共用水域の水質測定計画に位置づけられている調査
地点が２地点以上の２６河川について、平成２３年に測定された各調査地点のBOD平均値を
河川毎に平均し、順に列記したものを表－３に示します。本明川のBOD平均値の範囲は0.7～
2.0mg/ℓでした。

◎平成２３年の本明川におけるBOD平均値は1.1mg/ℓでした。河川の平均水質によるランキン
グは、九州２６河川のうち第１４位、全国１６４河川のうち第１０３位でした。

－ ３ －

表－３ BOD平均値（平成２３年）

（報告下限値を0.5 mg/ℓとして集計 ）

評価方法：順位は、BOD平均値の小さい順です。BOD平均値が同じ場合は、75%値により評価しています。
※BOD：生物化学的酸素要求量のことで、河川の水質の指標のひとつ。微生物が水中の有機物を分解するときに消費する酸素量として表され、
この値が大きいほど、水が汚れていることになります。
※BOD75%値：BOD測定データを低い方から並べたとき75%の位置にある値のことで、これにより環境基準を満足しているかを判断します。


